
令和４年度 幸崎小学校 小中一貫教育 

１ 小中一貫教育目標 

 「未来を拓く」               研究主題 

 

 

 
２ 目指す幼児・児童・生徒と研究仮説 

 ＜中学校（15の春）＞ 

  社会貢献につながる夢や志をもち，自分や周りを大切にしながら，目標に向けて自ら考え行動する生徒 

 ＜小学校（６年生の姿）＞ 

  夢や志をもち，自分や友達のよさを認めて関わり合いながら，目標に向けて自ら考え行動する児童 

 

   上記の児童・生徒の姿を目指した研究仮説 

 

 

 

 

３ 育成する資質・能力 

   ◎「幸崎思考力」とは・・・ 

一人一人が課題意識・目的意識をもって他者と話し合い，自ら考えたことを比較したり吟味したりし

て統合し，よりよい解や新しい知識を創り出し表現する力 

    

  「幸崎思考力」を構成する４つの要素 

  ①思考しようとする意欲 ②思考に向かう態度 ③思考のベクトル ④思考を統合する力 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小中一貫教育による『幸崎思考力』の育成」 

～親和性の高い集団づくりと思考の見える授業づくりを通して～ 

 

親和性の高い集団づくりと考える姿が見える授業づくりを通して，「幸崎思考力」を育むこと

により，学力を向上することができるであろう。  
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 ４つの構成要素 具体的な目指す子どもの姿 
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①思考しようとする意欲 自ら問いをもち，自ら考えようとしている 

②思考に向かう態度 どんな課題にも本気で向き合おうとしている 

③思考のベクトル 相手意識・目的意識をもっている 自分→学級→学校→社会へ 

 

 

 

④思考を統合する力 

小学校：５つの思考スキル活用して，自分の考えを組み立て表現す

ることができる。 

（順序だてる・比べる・関係づける・予想する・評価する） 

 

中学校：６つの思考スキルを横断的に活用していることを認識する

ことができる。 

（比較する・多面的に見る・関連付ける・分類する・評価する・

構造化する） 
 

４ 小中一貫の取組 

（１）親和性の高い集団づくりに向けた３つの取組（子どもたちの主体的・自治的な PDCAを通して） 

   ①「学級チャレンジ」・・・・・学級目標の設定と評価活動     

   ②「幸崎五カ条」・・・・・・・生活のきまりを徹底する      

   ③「忘れ物０チャレンジ」・・・宿題・学習用具の忘れ物を０にする 

 

   ☆①～③については，小中全校統一した評価の方 

    法で自己評価を行う。そして学級集計を行い， 

    １年生～中３までの結果を継続的に掲示して見 

    える化する。 

 

 

 

 

 

 

（２）考える姿が見える授業づくりに向けた３つの取組 

   ①「思考スキルの視覚化」・・・全ての授業において意図的に活用する。 

②「思考スキルの自己評価」・・自己評価による意識化，行動化 

   ③「基礎学力の向上」・・・・・朝学，帯タイム，授業始め等を活用した漢字・計算・音読・視写学習 

 

   ☆①については，小中全校統一した指導案 

    を作成し，本時の展開の中に本時で活用 

    する「思考スキル」と「引き出す子ども 

    の姿」について記述する。 

②については，小中全校統一した評価の 

    方法で自己評価を行う。 

    ③については，「幸崎検定テスト」を作成 

    し，自主的に繰り返し学習できるように 

    する。 

 

 

 

 

 

５ 検証方法 

 ①次年度 NRT    全学年 偏差値平均５５以上  

← 学期末テスト 学年平均８３点以上 

 ②３学期実施 H⁻QU  全学年 親和性の高い学級集団へ  全児童・生徒：学級生活満足群へ 

     実施時期  第１回目４月 第２回目７月 第３回目 12月     

 ③児童・生徒アンケート（意欲，態度，方向性，思考スキルについて）肯定的評価９０％以上 

幸崎五ヵ条 

一 元気なあいさつ 大きな返事 

一 無言そうじで感謝を表す 

一 心もそろえて 整理整頓 

一 だまって右側 ろう下歩行 

一 みんなが心地よい言葉づかい 

 

目標に向けて仲間と共に 

本気で考えることができる集団へ！ 

一人一人が思考スキルを活用して，自分の

考えを作り表現できるように！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順序立てる 
まず はじめに 
次に 最後に 

関係付ける 
～だから  

 ～になる 

予想する 
 

もし～なら 

評価する 
 

まとめると 

比べる 
同じところは 
ちがうところは 

理由づける  
なぜなら 

  ～だから 


